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TrueBeam™ (Varian Medical Systems, Inc., Palo Alto, CA, USA)を使用し、6MV-X線
を使用した。透過ファントム中に爪試料を配置し 10×102の照射野、線量率は 600 MU/min
した。照射線量は 35Gy および 70Gy で 1 回照射を行った。合計 3 名のドナーの爪で照射
を行い、再現性についても評価を行った。 
真空デシケータ内で乾燥した場合では、照射から 10 日間は ESR 信号が不安定であった



































Chryzel Angelica B. Gonzales に博士（医学）の学位を授与するに十分な価値あるものと
認めた。 
 
 
